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４
月
22
日
と
４
月
25
日
に
、

中
央
公
民
館
（
土
佐
山
田
）
・

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
香

北
）
・
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
（
物

部
）
で
平
成
29
年
度
香
美
市
行

政
連
絡
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

188
（
山
田
122
・
香
北
40
・
物

部
26
）
あ
る
自
治
会
の
う
ち
108

人
の
自
治
会
長
が
出
席
し
、
市

か
ら
、
予
算
や
補
助
金
、
移
住

定
住
促
進
な
ど
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
の
後
行
わ
れ
た
質
疑
応
答

（
抜
粋
）
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。

　

災
害
時
に
発
令
さ
れ
る
避
難

情
報
。
き
め
細
か
く
分
か
り
や

す
い
情
報
伝
達
の
工
夫
を
。

　

高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
方

な
ど
、
避
難
情
報
の
対
象
者
を

明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
対
象

者
ご
と
に
取
る
べ
き
避
難
行
動

が
分
か
る
よ
う
、
伝
達
内
容
の

工
夫
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

伝
達
手
段
と
し
て
、
テ
レ
ビ

や
ラ
ジ
オ
か
ら
の
放
送
の
ほ
か
、

緊
急
速
報
メ
ー
ル
、
防
災
行
政

無
線
、
登
録
制
メ
ー
ル
等
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
多
重
化
を

図
り
、
情
報
を
入
手
し
や
す
い

環
境
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
整
備
中
の
防
災
行
政
無

線
は
、
物
部
町
・
香
北
町
は
全

世
帯
に
、
土
佐
山
田
町
で
は
、

土
砂
災
害
警
戒
区
域
、
物
部

川
・
国
分
川
の
浸
水
想
定
区
域

内
の
全
世
帯
に
、
戸
別
受
信
機

を
無
償
貸
与
し
ま
す
。
音
声
情

報
の
聞
き
取
り
が
難
し
い
聴
覚

障
害
者
の
方
に
は
、
文
字
表
示

装
置
付
き
の
戸
別
受
信
機
に
よ

り
情
報
を
伝
え
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
中
に
、
土
砂

災
害
と
洪
水
被
害
の
想
定
範
囲

を
示
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

最
新
版
を
配
布
し
ま
す
。
居
住

地
に
ど
の
よ
う
な
リ
ス
ク
が
あ

る
か
を
把
握
し
、
一
人
ひ
と
り

が
適
切
な
避
難
行
動
を
取
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
防
災
情
報

を
提
供
し
ま
す
。

　

な
お
、
避
難
勧
告
等
は
、
一

定
の
ま
と
ま
り
が
あ
る
範
囲
に

対
し
て
発
令
す
る
も
の
で
、
個

別
に
発
令
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
そ
の
対
象
区

域
外
で
あ
っ
て
も
、
避
難
の
必

要
性
が
全
く
な
い
と
い
う
も
の

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
「
自
分
の

命
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
意

識
を
持
ち
、
自
発
的
に
行
動
す

る
こ
と
が
最
も
重
要
で
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

香
美
市
の
魅
力
を
発
信
す
る

こ
と
で
、
移
住
希
望
者
を
増
や

し
、
定
住
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
は
大
変
重
要
な
課
題
。
こ
れ

ま
で
の
成
果
と
、
こ
れ
か
ら
の

取
り
組
み
を
問
う
。

　

都
市
圏
で
実
施
さ
れ
る
移
住

相
談
会
へ
の
参
加
の
ほ
か
、
高

知
市
・
南
国
市
・
香
南
市
と
連

携
し
た
移
住
相
談
会
や
移
住
体

験
ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
移
住
相
談
窓
口
や

誘
致
活
動
、
お
試
し
移
住
体
験

住
宅
、
移
住
者
同
士
の
交
流
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
『
い
な
か
み
』
に
委
託

し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

転
入
転
出
者
数
は
、
平
成
28

年
度
の
社
会
増
減
人
口
で
、
転

入
者
が
転
出
者
を
119
人
上
回
っ

て
い
ま
す
。
移
住
者
数
は
年
々

増
加
傾
向
に
あ
り
、
平
成
26
年

度
10
組
17
人
、
平
成
27
年
度
23

組
38
人
、
平
成
28
年
度
24
組
31

人
と
、
３
年
間
で
86
人
の
方
が

移
住
し
て
い
ま
す
。
平
成
28
年

度
移
住
者
の
世
帯
主
の
年
齢
は
、

20
代
～
30
代
が
12
組
、
40
代
～

50
代
が
９
組
と
、
働
き
世
代
の

方
が
多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
若
い
世
代
に
ど
ん

ど
ん
移
住
し
て
も
ら
い
、
地
域

に
若
い
力
が
注
が
れ
、
子
ど
も

た
ち
の
声
が
響
く
こ
と
で
、
地

域
の
元
気
に
つ
な
が
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
移
住
を
考
え
る
上
で
、

住
ま
い
と
仕
事
は
重
要
な
要
素

で
す
。
希
望
に
沿
っ
た
住
ま
い

を
紹
介
で
き
る
よ
う
、
空
き
家

調
査
の
推
進
に
よ
り
空
き
家
バ

ン
ク
の
登
録
件
数
を
増
や
し
て

い
き
ま
す
。
仕
事
に
つ
い
て
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の
情
報
収

集
に
加
え
、
移
住
相
談
会
に
企

業
に
も
参
加
し
て
も
ら
う
な
ど
、

官
民
協
働
で
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　

光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
の

整
備
は
、
地
域
で
の
暮
ら
し
や

起
業
を
支
え
る
た
め
に
極
め
て

重
要
な
イ
ン
フ
ラ
だ
と
思
う
が
、

今
後
の
エ
リ
ア
拡
大
予
定
は
？

　

平
成
25
年
度
～
26
年
度
に
Ｎ

Ｔ
Ｔ
西
日
本
が
実
施
し
た
光
ケ

ー
ブ
ル
事
業
に
対
し
、
市
が
費

用
の
一
部
を
補
助
す
る
形
で
、

香
北
町
内
の
各
地
域
や
物
部
町

大
栃
、
土
佐
山
田
町
繁
藤
な
ど
、

市
内
一
部
地
域
の
整
備
が
完
了

し
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
外
の
地
域
で
も
光
ケ

ー
ブ
ル
整
備
の
要
望
が
あ
る
こ

と
は
承
知
し
て
お
り
、
市
か
ら

通
信
事
業
者
に
、
再
三
申
し
入

れ
を
し
て
い
る
も
の
の
、
採
算

面
で
折
り
合
い
が
つ
か
ず
、
現

在
も
整
備
が
進
ん
で
い
な
い
の

が
現
状
で
す
。
な
お
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

か
ら
は
、
１
㌔
あ
た
り
10
ユ
ー

ザ
ー
以
上
の
利
用
が
必
要
と
の

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

移
住
促
進
や
企
業
誘
致
と
い

っ
た
観
点
か
ら
も
、
通
信
手
段

の
整
備
は
不
可
欠
な
た
め
、
今

後
も
引
き
続
き
、
企
業
努
力
に

よ
る
整
備
地
域
拡
大
に
向
け
て

随
時
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
営
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
、

例
え
ば
香
北
町
猪
野
々
か
ら
、

物
部
町
大
栃
を
結
ぶ
路
線
な
ど
、

旧
町
村
を
越
え
て
の
運
行
は
で

き
な
い
か
。

　

市
営
バ
ス
は
現
在
、
旧
町
村

単
位
で
の
運
行
を
行
っ
て
い
ま

す
。
旧
町
村
を
越
え
て
の
運
行

は
、
需
要
等
を
調
査
し
た
上
で

運
行
業
者
と
も
調
整
し
、
地
域

交
通
対
策
検
討
委
員
会
で
協
議

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

現
在
物
部
町
と
土
佐
山
田
町

の
一
部
地
域
で
運
行
中
の
デ
マ

ン
ド
バ
ス
に
つ
い
て
、
他
の
交

通
空
白
地
域
で
も
運
行
す
る
計

画
が
あ
る
か
。

　

市
営
バ
ス
の
運
行
計
画
に
つ

い
て
は
、
ニ
ー
ズ
調
査
や
現
状

の
問
題
点
を
踏
ま
え
た
上
で
、

各
地
域
の
実
情
に
沿
っ
た
運
行

形
態
を
模
索
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

香
北
町
に
お
け
る
現
在
の
交

通
空
白
地
域
に
つ
い
て
も
、
デ

マ
ン
ド
バ
ス
の
運
行
や
既
存
路

線
の
見
直
し
も
含
め
て
、
地
域

交
通
対
策
検
討
委
員
会
で
協
議

し
て
い
き
ま
す
。

　

１
月
10
日
の
大
栃
ス
ー
パ
ー

閉
店
、
３
月
31
日
の
ユ
ー
マ
ー

ト
美
良
布
店
閉
店
と
い
う
現
状

を
踏
ま
え
、
今
後
予
想
さ
れ
る

買
い
物
難
民
へ
の
対
策
を
問
う
。

　

香
北
町
と
物
部
町
に
お
け
る

相
次
ぐ
ス
ー
パ
ー
の
閉
店
に
よ

り
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
は
大

き
な
不
安
を
感
じ
て
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
取
り
扱
う

商
品
の
数
や
種
類
を
増
や
す
な

ど
、
既
存
商
店
の
努
力
も
見
ら

れ
ま
す
。
市
と
し
て
は
、
地
域

の
既
存
商
店
へ
の
可
能
な
支
援

を
行
う
と
と
も
に
、
県
と
も
協

議
を
進
め
、
地
域
住
民
の
意
見

も
聞
き
な
が
ら
、
買
い
物
困
難

地
域
の
解
消
に
最
大
限
努
め
て

い
き
ま
す
。

　

農
業
従
事
者
で
は
な
く
て
も
、

自
家
消
費
の
野
菜
な
ど
を
栽
培

す
る
こ
と
で
、
耕
作
放
棄
地
の

解
消
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き

る
と
思
う
。
農
業
を
し
て
い
な

い
人
が
新
た
に
農
地
を
取
得
す

る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
経

営
を
図
る
上
で
最
低
限
必
要
な

下
限
面
積
を
山
田
40
㌃
、
香

北
・
物
部
30
㌃
と
設
定
し
て
い

ま
す
。
自
給
の
た
め
の
農
地
利

用
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
基
準
を

満
た
し
て
い
な
い
と
農
地
は
取

得
で
き
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
農
地
を
借
り
て
営

農
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
（
農

業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
の
利

用
権
設
定
等
の
手
続
き
が
必
要

で
す
）
。
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ま
ち
づ
く
り
の
重
要
課
題

移
住
定
住
の
状
況
は

光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
で
き
な
い
！

今
後
の
エ
リ
ア
拡
大
は
？

地
域
の
ス
ー
パ
ー
が
閉
店

買
い
物
難
民
の
救
済
策
は

命
を
守
る
た
め
の
避
難
情
報

よ
り
明
確
に
、
分
か
り
や
す
く

自
給
の
た
め
の
農
地
利
用
で

耕
作
放
棄
地
の
解
消
を

市
民
の
大
切
な
足
で
あ
る
市
営
バ
ス
を

さ
ら
に
利
便
性
の
高
い
も
の
に

☆
自
治
会
長
の
皆
さ
ま
、
長
時
間
に
わ
た
る
ご
参
加
、
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


